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令和７年度 共同参画に関する市民意識調査結果について 

 

１．調査目的 

令和８年度に策定を予定している第５次石狩市男女共同参画計画の基礎資料とするため、市民を

対象とした意識調査を実施し、市民の男女共同参画に関する意識の変化や実態を把握するととも

に、課題の分析等を行うために実施する 

２．対象者の抽出方法 

市内在住の満 18 歳以上（令和 7年４月末時点）の 1,200 名を、居住地区、年代、性別を均等に無 

作為抽出 

３．期間及び方法 

期間：令和７年７月１日（火）～令和７年７月 15日（火） 

方法：対象者にアンケート書類一式を郵送、回答は返信用封筒による郵送または Web で実施 

４．回収結果 

・回収数 221 人（うち WEB 回答 158 人） 

・回収率 18.4％ 

・性 別 男性 87人、女性 131 人、答えない２人 無回答１人 

・年 代 

 18 歳～ 

20 歳代 
30 歳代 40 歳代 50 歳代 

60 歳代 

以上 

年齢 

無回答 

回収数 34 人 33 人 50 人 53 人 49 人 2 人 

回収率 8.5％ 16.5％ 25.0％ 26.5％ 24.5％ － 

 

５．調査項目 

 （１）男女平等に関する意識について 

（２）家庭生活、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

（３）交際相手や配偶者からの暴力（ＤＶ）について 

（４）職場等におけるハラスメントについて 

（５）ＬＧＢＴＱ＋などの性的マイノリティについて 

（６）共同参画社会の形成に向けて 

（７）防災対策・災害復興対策について 

（８）アンケート全体について（自由記述） 
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６．調査結果 

（１）男女平等に関する意識について 

（家庭生活、職場や職業、自治会やＰＴＡなど地域活動の中、学校教育、法律や制度の上、政治の場、

社会通念や慣習しきたりの７項目について） 

 

・「男女の地位は平等」と回答した人の割合は、前回（R1）調査から増加し、36.5％ 

・「男性優遇」と回答した女性の割合は 57.0％で、男性より約 20ポイント高い 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

49.0

36.5

8.9

5.7

49.2

31.6

4.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

男性優遇

平等

女性優遇

不平等

R7 R1

37.8

42.0

13.5

6.7

57.0

32.4

6.0

4.7

5.6

55.6

0.0

38.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

男性優遇

平等

女性優遇

不平等

男性 女性 答えない

％ 

％ 
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（２）家庭生活、仕事と生活の調査（ワーク・ライフ・バランス）について 

①家事や育児の役割分担について（あなたの考えにちかいもの） 

 

・「男女とも平等に」と回答した人の割合は、前回（R1）調査から増加し、34.4％ 

・最も回答が多かったものは、性別に関わらず「手の空いている方がやればよい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.4

60.1

4.6

0.5

0.5

0.0

27.0

50.4

19.3

0.4

0.4

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

男女とも平等にするのがよい

手の空いてる方がやればよい

主に女性がやり、男性は手伝う程度

主に男性がやり、女性は手伝う程度

女性だけがやるべき

男性だけがやるべき

R7 R1

27.1

65.9

4.7

1.2

1.2

0.0

39.7

55.7

4.6

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男女とも平等にするのがよい

手の空いてる方がやればよい

主に女性がやり、男性は手伝う程度

主に男性がやり、女性は手伝う程度

女性だけがやるべき

男性だけがやるべき

男性 女性 答えない

％ 

％ 
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②子育てについて（あなたの考えにちかいものをいくつでも） 

 

・回答が多かったものは「性別に関わらず個性を尊重して育てる／家事手伝いは平等」 

次いで、「園の送り迎えやお弁当づくりは分担」 

 

 

 

③家族が寝たきりになった場合の介護について（あなたの考えに近いものをいくつでも） 

 

・回答が多かったものは「性別に関わらず家族が平等に介護すべき」、次いで「誰か一人に 

偏って介護させない」 

 

32.4

4.9

12.9

16.9

3.6

0.9

28.4

30.8

1.4

16.2

19.7

1.9

0.3

29.7

33.3

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

33.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

性別に関わらず個性を尊重して育てる

女の子らしく男の子らしく育てる

３歳前でも園などに通わせたらよい

園の送り迎えやお弁当づくりは分担

３歳までは園に預けず母親が育てる

送り迎えやお弁当づくりは母親の役目

性別に関わらず家事手伝いは平等

男性 女性 答えない

46.1

32.0

8.6

13.3

0.0

48.5

40.3

2.4

8.7

0.0

40.0

40.0

0.0

20.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

性別に関わらず家族が平等に介護

誰か一人に偏って介護させない

女性が介護することは仕方がない

性別に関わらず実の子が介護すべき

介護は当然女性の役割だと思う

男性 女性 答えない

％ 

％ 
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思うこ

と（３つまで） 

 

・回答が多かったものは、「夫婦・家族間等のコミュニケーションをとる」、次いで 

「家事等に対して性別による抵抗感をなくす」「労働時間短縮や休暇制度の普及」 

 

 
 

（３）交際相手や配偶者からの暴力（ＤＶ）について 

①この５年間に交際相手や配偶者から次のようなことをされたことがあるか 

 ※選択肢 ア：１，２度あった イ：何度もあった ウ：まったくない 

項目 

選

択

肢 

なぐったりけっ

たりなどの身体

に対する暴行 

嫌がっているの

に性的な行為を

強要 

暴言や監視など

精神的な嫌がら

せ／恐怖を感じ

るような言動 

頻繁な電話やメ

ール／待ち伏せ

やつきまとい 

生活費を渡さな

い、仕事をさせ

ない等の経済的

な支配 

男性 

ア 4 人 0 人 4 人 1 人 2 人 

イ 0 人 0 人 3 人 1 人 1 人 

ウ 75 人 78 人 72 人 77 人 76 人 

女性 

ア 1 人 4 人 10 人 2 人 3 人 

イ 1 人 1 人 5 人 1 人 3 人 

ウ 114 人 111 人 102 人 112 人 110 人 

答えない 

ア 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

イ 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

ウ 2 人 2 人 2 人 2 人 2 人 

 

・ＤＶを受けたことがある人（ア・イ）のうち、最も回答が多かったものは、「暴言や監視 

など精神的な嫌がらせ／危害を加えられるのではないかと恐怖を感じるような言動」 

 

19.6

25.3

7.2

7.2

21.1

7.7

5.2

6.2

0.5

20.3

20.6

13.7

5.4

19.1

6.0

4.0

10.9

0.0

16.7

33.3

33.3

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

家事等の性別による抵抗感をなくす

夫婦家族間等のコミュニケーション

周囲が当事者の考え方を尊重する

家事等の評価関心を高める啓発など

労働時間短縮や休暇制度の普及

家事等の技能を高める研修受講機会

仲間（ネットワーク）づくり

仕事との両立を相談しやすい窓口

特に必要なことはない

男性 女性 答えない

％ 
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②その行為について誰かに相談したか（あてはまるものすべて） 

 

・相談しなかった人の割合が最も多く、男性 56％（14人）、女性 35.5％（女性 11 人） 

・女性では 22.6％が「家族」に、25.8％が「友人・知人」にと身近な人に相談している 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0

2.6

11.1

2.6

4.6

14.4

10.5

14.0

6.5

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

なぐったりけったりなどの身体に対する暴行

嫌がっているのに性的な行為を強要

精神的な嫌がらせ／恐怖を感じる言動

頻繁な電話やメール／待ち伏せやつきまとい

生活費を渡さない等の経済的な支配

R7 R1

20.0

4.0

0.0

4.0

4.0

4.0

0.0

56.0

8.0

22.6

25.8

6.5

3.2

0.0

0.0

0.0

35.5

6.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

家族

友人・知人

警察

弁護士

医師・カウンセラー

その他公的相談機関

民間相談機関

相談しなかった

その他

男性 女性

％ 

％ 
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③相談しなかったのはなぜか（あてはまるものすべて） 

 

・最も回答が多かったものは、男性・女性ともに「相談するほどのことではないと思った」 

・相談しても無駄だと思った人の割合は、男性 7.1％に対し、女性 36.4％と差が大きい 

 

 
 

④ＤＶを身近で見聞きしたことがあるか（あてはまるものすべて） 

 

・最も回答が多かったものは、「身近で被害を受けた人はいない」 

・ＤＶ被害を受けた人を見聞きしていても、相談を受け専門機関を紹介した人は少数 

 

 

 

14.3
0.0

7.1
0.0
0.0

14.3
14.3

0.0
0.0
0.0

7.1
0.0

50.0
7.1

0.0
18.2

36.4
0.0
0.0

9.1
9.1
9.1

0.0
0.0
0.0
0.0

45.5
36.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

どこに相談してよいかわからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかった

相談しても無駄だと思った

仕返しされたりもっと暴力を受けると思った

相談しても不快な思いをすると思った

我慢すれば何とかやっていけると思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

仕事等の人間関係に影響があると思った

思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相手の行為は愛情の表現だと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

男性 女性

5.1

0.0

15.4

76.9

2.6

11.8

4.2

17.6

64.7

1.7

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

相談を受けたことがある

相談を受け専門機関を紹介した

被害を受けた人を知っている

被害を受けた人はいない

加害者になったことがある

男性 女性 答えない

％ 

％ 
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⑤ＤＶについて相談できる窓口を知っていますか 

 

・相談窓口の連絡先を知っていると回答した人は合計で約 20％ 

・相談窓口のことを知っていても連絡先を知らないと回答した人が半数程度で最も多い 

 

 

 

（４）職場等におけるハラスメントについて 

①ハラスメントやハラスメントと思われる経験をしたこと聞いたことがあるか（あてはまるものいくつ

でも） 

 

・３割程度の人が職場等でハラスメントを自身が経験したり、見聞きしている 

 

 
 

 

 

13.4

7.3

47.6

31.7

22.7

1.7

52.9

22.7

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

相談窓口の連絡先を複数知っている

相談窓口の連絡先を一つ知っている

窓口は知っているが連絡先は知らない

相談窓口をまったく知らない

男性 女性 答えない

25.6

29.1

17.1

6.0

12.0

10.3

29.9

22.9

19.1

6.4

9.6

12.1

50.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自分が直接経験したことがある

同じ職場等で経験した人がいる

友人・知人で経験した人がいる

自身や友人・知人で経験した人はいない

聞いたことがない

わからない

男性 女性 答えない

％ 

％ 
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②どのようなハラスメントを経験しましたか（いくつでも） 

 

・性別に関わらず「モラハラ（言葉や態度等による精神的な嫌がらせ）」が最も多く、 

次いで「パワハラ（地位や権力を利用した嫌がらせ）」「セクハラ（性的嫌がらせ）」の順 

 

 

 

（５）ＬＧＢＴＱ＋などの性的マイノリティについて 

①性的マイノリティの方にとって暮らしやすい社会だと思うか（あなたの考えに近いもの） 

 

・「どちらかといえば暮らしにくい」「暮らしにくい」と回答した人が全体の約 80％ 

 

 

 

 

 

 

41.0

38.6

10.8

3.6

6.0

40.0

29.4

18.8

4.7

7.1

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

モラル・ハラスメント

パワー・ハラスメント

セクシャル・ハラスメント

マタニティ／パタニティ・ハラスメント

その他のハラスメント

男性 女性 答えない

7.0

17.4

53.5

22.1

1.7

16.0

60.5

21.8

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

暮らしやすい

どちらかといえば暮らしやすい

どちらかといえば暮らしにくい

暮らしにくい

男性 女性 答えない

％ 

％ 
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②性的マイノリティの方々に対する偏見や差別をなくし誰もが暮らしやすい社会を作るため、市はどの

ような事に取り組む必要があるか（あなたの考えに近いものをいくつでも） 

 

・回答が多かったものは、「多様な性のあり方に関する情報発信」「働きやすい職場環境づく 

りに関する啓発」、次いで「学校教員や行政職員への研修」「相談窓口の充実と周知」の順 

 

 

 

③パートナーシップ宣誓制度を知っているか 

 

・最も回答が多かったものは「聞いたことがある程度」、「内容まで知っている」は約 20％ 

 

 

 

 

 

21.8

44.8

33.3

19.5

42.2

38.3

0.0

50.0

50.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

内容まで知っている

聞いたことがある程度

この調査で初めて知った

男性 女性 答えない

22.1

15.3

18.4

11.0

8.0

22.1

3.1

22.3

13.0

18.8

14.7

6.5

21.9

2.7

0.0

12.5

25.0

25.0

25.0

12.5

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

多様な性のあり方に関する情報発信

相談窓口の充実と周知

学校教員や行政職員への研修

条例や計画で偏見や差別解消の取組を明記

当事者や支援団体、行政との連絡体制作り

働きやすい職場環境づくりに関する啓発

その他

男性 女性 答えない
％ 

％ 
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（６）共同参画の形成に向けて 

①共同参画社会を実現するため、市はどのようなことに力を入れていくべきか（３つまで） 

 

・回答が多かったものは、「学校での平等教育の推進」「子育て、保育サービスの充実」、 

次いで「介護サービスの充実」「企業や事業主に対する平等意識の啓発」の順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6

10.8

4.9

16.6

6.3

9.4

11.7

8.1

2.2

1.8

3.6

2.2

4.5

4.5

0.9

4.8

9.4

2.1

16.1

10.9

8.2

15.5

14.2

3.6

1.5

2.4

1.5

7.3

1.5

0.9

0.0

16.7

16.7

0.0

16.7

0.0

16.7

0.0

16.7

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 18.0

市民に向けた平等意識の啓発や研修

企業や事業主に対する平等意識の啓発

町内会等地域社会活動での平等意識の啓発

学校での平等教育の推進

性別による固定的な役割分担意識の解消

ワーク・ライフ・バランスの意識啓発

子育て、保育サービスの充実

介護サービスの充実

管理職等政策決定の場への女性の登用促進

家庭生活や人間関係などの相談実施

DV の根絶と人権意識の啓発

年齢や性別などに応じた健康対策の充実

子育て等で離職した人の職業復帰支援など

多様な性に関する研修会の開催や意識啓発

その他

男性 女性 答えない
％ 
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（７）防災対策・災害復興対策について 

①防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応として必要なこと（３つまで） 

 

 

・回答が多かったものは、「避難所の男女別や共用トイレ、更衣室など」、次いで「救援医療 

体制（乳幼児、高齢者等サポート）」「性別に関わらず施策に様々な視点が入ること」の順 

 

 

 

（８）アンケート全体について（自由記述）※一部抜粋 

・自分が学生時代に学んだ時に比べると、男女の平等化は進んでいると考える。しかし職場では今でも

古い価値観を持っている人が多数いるため、改善してほしいところは多々あります。 

・若い世代では男女差別の意識は徐々に薄れてきていると感じますが、家庭環境によっては依然として

根強く残っているとも感じます。そのため子どもの頃からの教育を通じて、互いを尊重し合う意識を育

むことが重要だと思います。正しい知識の普及とあわせて、社会全体で公平な考え方や対応ができるよ

うなルールや制度を見直し、整えていくことも必要だと感じます。 

・男女平等といっても結局は家事、子育ては女性の役割、男性はお手伝い、という意識はなくなってい

ないように思います。職場の昇進についても、同じ年齢であっても男性の方が先に昇進している印象で

す。一度無意識に染み付いた考え方が変わるのはなかなか難しいと感じています。 

・DVについては法的責任を重くすべきだと思う。LGBTQ+はまだ偏見意識が強く、一般化するのに時間が

かかると思う。無理に過激な変革をせず、幼少期からの教育で変えていくべき。 
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性別に関わらず施策に様々な視点が入ること

避難所運営責任者の性別が偏らないこと

避難所の男女別や共用トイレ、更衣室など

救援医療体制（乳幼児、高齢者等サポート）

公共施設備蓄品のニーズ把握、支給への配慮

被災者に対する相談体制

その他

男性 女性 答えない


